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2環自緑協第2号
令和2年10月5日

阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業

共同施行者会会長   

東 京 都

小 池
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東京における自然の保護と回復に関する条例第47条第5項

の規定に基づく協議について（回答）

令和2年9月11日付けで協議のあった、 東京都杉並区阿佐谷北一丁目7 8 7 

番1 3外 43 筆における阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業については、 下

記条件を付した上で同意します。
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第 1 「特記事項」

く全体＞

1 本事業地では、 屋敷林（大径木）、 希少な猛禽類（ツミ）、 希少な動物
（ニホンヤモリ、｀アズマヒキガエル）が確認されている。 しかしながら、 本

協議の時点では事業計画の詳細が確定していない部分があるため、・施工内容、
施工方法及び具体的な保全対策（実施方法、•実施時期、実施位置等）につい
て、 「実施計画書」にとりまとめ、 事前に東京都と協議すること。

2 モニタリング調杏については、 自然環境保全計画書をもとに具体的な事
項（調査方法、 調査時期、 調査範囲等）を記載じた「モニタリング調査計
画書」を作成し、東京都と事前に協議すること。

3 「当該年度のモニタリング調査結果報告」及び「次年度の具体的な保全対
策」について、 毎年度、 年度末までに東京都と協議すること。 なお、 次年度
の保全対策を計画するに当たっては、 当該年度の実施状況及びモニタリング
調査の結果を踏まえ、 必要な保全対策を追加するなど、 十分に検討すること。
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4 モニタリング調査について、 調査対象種ごとの確認する主要ポイント及び
東京都への報告時期は、 次表のとおりとする。

調査対象種 確認する 東京都への 報告時期
主要ポイント

希少な動物 個体の移動状 移動直後及び移動後1年後とする。
（ニホンヤモリ、 況

アズマヒキガエル） I 

希少な猛禽類 繁殖状況 事業実施期間中及び事業完了後 1年
（ツミ） 間において、毎年、非繁殖期には1

回及び繁殖期には2か月に1回とす
る。

屋敷林（大径木） 残置又は移植 事業実施期間中及び事業完了後1年
した大径木の 間において、 毎年1回とする。 ただ
生育状況 し、 移植木については、 根回し後及

ヽ

び移植後も行うものとする。

5 事業実施中に新たに希少な動物・植物の生息• 生育が確認された場合は、
東京都に報告するととも に、 その対応策について協議すること。

＜希少な動物（アズマヒキガエル）＞

6 アズマヒキガエルを移動する　の整備については、 自然環境保全計画書を
もとに事前に施工計画書を作成し、 東京都と協議すること。 また、 　が良好
な状態で維持されるよう適切な管理を行うこと。

＜希少な猛禽類（ツミ）＞

7 ツミの繁殖•生息状況に変化があった場合には、 作業を一 時休止する等 、
適切に対応し、 速やかにその状況を東京都に報告するとともに、専門家の
助言を踏まえて、 その保全対策について東京都と協議した上で工事を再開
すること。

＜屋敷林等の大径木＞

8 大径木のうち移植を行う樹木については、 移植前に根回し等を行い、 十
分に発根させた上で移植すること。
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